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この訝賓は，昭和54年‘月磯崎沖米軍爆撃清酒場内に海上標的が設置されるに及んで，新たに補償対

策調査の一・環として，取りあげられたものである。

詞査の日原は．演習海域及びその周辺の漁場生産力を明かにすると黄に，漁業者が現に依存する天然魚

礁や，未利用の有望な魚礁の環境要因と，対象資源の実態を預ぺ漁場改艮並びをこ操業形態改善の指針を得

ることに．あった。

調査の内容は・まず知見の資料を整理すると共に，アンケート方式で．周辺地域の漁筆者を対象に聞込

みを行い，この結果から抽出した天然魚礁の構造や．漁場の立地条件を把撞するため，沿岸指導船慎とき

わ．（2占．25雷．2001㌢）を利札音響漸探尉こよる底形測量，盟源調査並びに魚道調査を目的とし

た，刺網による漁業試験と．更に指定した海区で清水調査を行った。

これらの調査結果を，それぞれ蒐銀してみると．5つの矧′こ分婿されたので，それぞれについて報告す

る。



調査の内容と結果

Ⅰ　操業実態

この調査比主に．聞込みについて得た結果と，知見の澄料を基御こ．蒐録したものである。聞込みは．

練習場海域周辺の地域で，磯崎（15），久常（15）．平磯（10）仁多賀町＝0），那珂湊（占）

の沿津漁業者を試みた。まず，この地域の漁業者が従事している漁業の竃煩は，21の多くに分けられ，

この中で最も依存姪の高いものは，タイ一木釣瓶業である。アンケートの粘巣では，58中42までが年

間を通じて．ある期間もしくは，専業に，この漁業に従事しており，地域別には鞠胤平磯が多く，抽出
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者全員が答えていた。次がクコ樽流し漁業の54．イナダ流刺網25．タイ延縄漁業1占．スズキ一本釣

漁業15，等が多かった。（オ1表参照）

そこでこれらb漁業の中で，漁庫もあり，採算の良いものについては．タコ樽流し漁業を上げている

（271）ムこれに比較して．最も依存度の乱・タイ二本釣粗菓は．漁獲量の割に採算面で，かたらずしも良

いとしていない（24）。これ以外にはスゞキー本釣漁業（4），タイ抵触義美（5）等である。

オ　1　表

姦＼富 ＼ 」 些」 亘 磯　　 崎 久　 慈 ∴ 平　 磯 河 原 子 郡 珂 湊 】　 計

鯛　 一　 本　 釣 1 5 7 1 0 占 4 4 2

由　 樽　 猟 15 1 0 4 5 5 4

イ ナ ダ 凍 刺 網 「‾ 9 こ7 2 5 2 5

鯛　　 延　　 縄 9 5 2 1 °

曳　　　　　 釣 5 2 7

浮　　 延　　 縄 5 5

石　 持　 刺　 網 2 2 5 7

ク　ル ー 本 釣 1 5 5 9

平　 目　 枚　 引 1 4 2 7

ス　 ヾ 千 一 本 釣 8 5 1 5

輔　　 旋　　 網 5 5

日　　 魚　　 曳 5 5

平　 日　 延　 縄 4 4

ス ヾキ　 延 縄 5 5

平 乱 一 本 釣 d る

イ ナ ダ 一 木 釣 d 占

介　 魚 ．刺　 網 ■2 2

桑茫　 魚　 延　 縄 5 4 7

採　 草　 採　 砲 8 8

治 鰹 一 本 釣 2 2

底　　　　　 曳

計 占8 5 4 5 4 5 2 2 1 2 0 9

操業状況を，月別に見ると，オ2表に示した折果となっている。まず，これによると，魚僅別に漁期が

判然としていることが分かカ，主賓漁業の盛漁期が10月以後の秋冬期に多い傾向を示している。月別の

抽出数をみると．タイ一大釣漁業，10月～12月28．タコ樽流し漁業1n月～2月29，シラス曳漁

業4月～9月4，タイ延欄漁業7月～8月4，とたっていた∩　これは昭和52，55年度の同地域の漁獲

統計（オ5表参照）からもうかがうことが出来る。次にこの様な操業状況の中で，天然魚礁の利用の割合

についてみると，アンケートの結果では年間を通じて，平頼68．5宛となっておれ　特に．1．2，5月
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に高い値を示していた。地区洲こは，磯崎889‘が高く那珂湊が45％で低かった。又この地域の年間稼

酎日数は151日～200日♂．）間が多く，平均して170日前後の棟動となっている。

オ　2　表

漁‾、聴＼ 、、づ
1 2　 ■　 5 1 4 5 占 7 8 9 1 D 1 1 」 旦

1 8

】鱒

1‾1 7‾妄
鯛　 一　 太　 釣 5 5 2 8 2 1 1 0 5 5 4 1 2 18 2 0

賭　　 博　　 流 1 9 2 5 9 5 2 2 る 14 2 2 2 9 1 2 9

イ　 ナ ダ 流 粁 1 0 1 5 2 1 7 4 1 5 3

鯛　　 延　　 縄 1 1 5 7 2 5 占 5 2 2 5 4

平　 日　 曳　 釣 1 2 1　　 1 1 5 2 2 2 2 1 7

鯖 ハ イ カ ≠釣 5 5 5 1 1 1 5

イ　 ナ ダ 曳 釣 1 8 1 5 1 5

雑 魚 一 女 釣 5 5

囁　　 旋　　 網 5 2 1 2 2 4 4 4 4 4 4 4 5 8

ス ヾ 二千一 志 釣 5 7 1 4 1 8 9 7 1 5 9

平　 日　 延　 縄 巨 † 2 5 5 5 る 1 2 5

雑　 魚　 延　 縄 1 1 2 5 2 †
F l

1 1

建　　　　　 網 1 1 2

石　　 持　　 嗣 4 4 4 2 1 1 5

治 匪 一 本 釣 5 5

白　　 魚　　 曳 5 占 4 1 5

平　 日 一 本 釣 2 5 5 2 4 5 1 7

イ ナ ダ 一 木 釣 5 2 5 8

嗟　　　　　 曳 1 1 1 1 1 1 1 1 8

採　 草　 採　 抱 2 4 5 2 1 5

飛　 魚　 剰　 網 1 1

一　　　 計 占0 5 い 5 0 4 8 5 4 5 9 5 5 5 5 5 5 5 2 5 5 ，5 7 占5 2

以上が演習場周辺地域の操業状況であるが，次に記述する汀．I皿項の結果から．この地域の主要漁業の

漁場を考えてみると，水深5Dmの以溝の天然魚礁の分布の多い海域が漁場の中心となっておれ　したが

って練習場並びに周辺海域に形成される漁場の依存度の軌、ことが推定されるげ

オ　5　蓑

タ　 イ プ　 リ 】 イ　 ワ　 シ ス ズ キ シ ラ ス ク　　 コ ヒ ラ メ 雑　 魚 計

1
5 2 1．7 5 8 ‘ 8 占，占占8 1 0 7 7 7 1 5 0 5 5 8 9 占．5 4 1

5 5 1 D．8 1 5 4 1 5 2 5 、8 0 5 4 ロ 5 4 ．1 7 4 1．4 5 1 8 5 6 5 7 2 、1 2 4

2
5 2 4．O d 1 1 1 1 1．8 7 5 1 U r 9 4 7 2 8 8 7 1 占．9 8 8

5 5 2 1．8 5 5 4 9 4 4．5 2 4 4 0 5．5 9 8 1 5 0 1．1 2 1 7 1．2 7 7

5
5 2 4．8 ナ1 j　 5 占9 5 5．9 5 8 1 7 1 0 1 2 4 1 8 9 8 9 4 0．4 7 8

5 5 2 5 ．2 7 ° 1．5 8 7 1 2 7：5 4 5 8 4 2 0 4 8 5 8 4 4．5 4 2 1 5 雪5 1 9

4
5 2 1，0 5 5 5 1 8 4 4．5 8 4 1 8 9 2 1 5 5 1 5 ．9 7 5．2

5 5 5．5 1 0 占．9 5 0 1 8 ．2 2 5 2 5 2、占7 0 4．5 5 1 1 1．8 4 7 1．8 5 8 4 9 1 7 4

5 よ

1

5 2 5 7 占 0 5 4 0 5 ．0 1 5 0 0 0 5、4 2 5

5 5 4，0 5 7 1 5 ス2 4 5 1 5 ．4 2 0 5 7 5 5 5 、占9 7 占5 4 1 9 1 4 2 臥　 1 9 4 ．0 4 5
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タ　 イ プ　 リ イ　 ワ　 シ ス ズ キ シ ラ ス タ　　　 コ ヒ ラ メ 雑　 魚 計

1 1．1 1 5
占

5 2 1．0 5 4．7 1．4 1 4 4 4 7 1 1 5 ．5 7 占1 9 2 1 4 1 4 2 5 5

5 5 2 0．4 7 9 1 1 1．8 1 8 1 1 d 7 1．4 0 5 7 2 占D 0 7 1 7 9 1 9 1 4 具7 5 5

2 5．4 0 0
7

5 2 7 8 4 2．1 d d 1 占．7 5 8 4 5 4 ム8 5 1 0 5 2 8 1 1 9

5 5 4 8 1 a 9 1 8 8 5．5 2 4 1．4 2 9 5．5 7 2 0 占．9 占8 1 9．5 5 9 1 2 4．0 0 5

8

5 2 2 ．5 9 7 4 占2 5 5 0 2 1 2 4 2 占 0 5 8 5 1．5 0 4 5．7 5 （～

5 5 8 2 9 1、2 4 2 7 ス5 8 8 5 5 1 5 ．5 1 8 0 8．8 7 4 1 占，1 5 8 1 ［〉雪5 1 8

9

5 2 5、9 9 8 8 7 8 2 2．0 5 8 1 5 9 2 1 5 1．5 4 2 5 8 5 1 2 8 2 9 5 5 9

5 5 1．8 2 8 8 9 5 1 5 5．占5 7 1∴1 0 1 5 8 7 4．5 5 9 4、7 4 4 1 2 ，9 1 7 1 占1．8 2 0

1 0

5 2 5 ．n d O 1．7 5 1 4 1．d 7 0 1 5 4 ロ 5、4 8 4 2 5 5 1 5 7 5 2．4 7 1

5 5 笑0 7 5 1．7 8 8 2 5，1 8 4 1 ロ 1 占、5 1 5 5 4 8 4．5 9 0 5 5，4 9 9

1 1

5 2 2．8 4 0 1．5 ロ2 4 8．占8 4 4 9 1 1 9 5 8．0 4 4 8 9 2 占5 8 2 ．5 1 1

5 5 2 0．7 2 D †1 5 7 8．1 1 9 8 ロ 5 8．5 2 5 5 7 1 5 9 8 1 5 口．2 4 占

1 2

5 2 4 ，7 1 8 2 2 4 2 8．8 2 1 1 （；8 0 5 ．5 8 9 4 7 9 1 5 9 5 号8 5 8

5 5 1 5．4 9 ロ 2 5 1 占8 ．9 7 0 0 町 5 2 ．5 4 9 5．9 9 1 5 7 9 2 5 7 2 0 2

計

5 2 年 5 5．1 8 8 ．7 8．5 9 2 2 9 1．0 8 1 ．8 7 ロ．5 2 2 ．8唱 5 ど 7 7 8 4．2 5．0 8 占 5、5 5 0 5 9 1．8 5 5．2

5 5 年 1 5 1．9 d 5 ！2 7 0．4 5 1 ≡1．1 陀 7 0 占 ．5・5 1 5 ．5 4．6 8 4 1 4 °．7 2 占．5 8．9 1 射 d 五4 4 5 1．8 1 4 ，1 8 2

Ⅱ　演習場海域の漁場構成と天然魚礁の分布

矛Ⅰ項と同様アンケート方式による聞込と，知見の資料とを蒐録してみると，オ1園のような漁場図を

作成することが出来た。そこでこの漁場園からその漁場構造について観察してみることにした。

渓海部に形成されている慎イワシn【シテウオパイシモチ迫等の瀬場は．一「敏的に海底構造には関係

なく成因するものと考えられるが，対象漁業の漁法が，網漁具に制約されるので．必然扁こ原形の変化の

ない砂据質の海区が．換業の対象と－なり，そこが漁場となるものである。これに類似しているも■のがMタ

コーの漁場であるが・これは前著に比較して疎く，更に聞込等によると．磯の周辺が好漁業とたる模様で

ある。この海域で最もウェートの大きい桝タイ叫の漁場についてみると．いずれも海底地形の変化の多い

岩礁地帯が漁場となっている。ブリ類についてみると．“イナダ．．ほ平磯沿岸の浅海瓢から1・船神磯順

的付近までの磯を中心にした海区が．例年好漁場となっているが，¶ヮヲサ．．tプリ．にたると水探50

血前後の磯の耶ハズレ．．が漁道と想定されるものである。

次に・漁場図同様の方式で・オ2図の様な天然魚礁の分布図を作成することができた。これらの天然魚

礁は．いずれも一大瓢曳釣漁業を対象としたもので魚種は，タイ，スヾ牛．ソィ，メバル．ヒラメ，ブ

リ・イナダ，掌である0　この分布の状況をみると∴磯崎沖を中心にして20m～50mの範囲で北側梅顕

著であり，これ以枝【′∴なると，¶船神磯n上＿り平磯の北沖までと．無垢村沖から久慈河口周辺の2桝区が

昌立っていた。

川分布問にあげナT称蛸榊工，地区ごとか・ニ変っているヰ湖もあるので，三小二磯崎地区のものを採用した）



オ1園　　漁　場　分　布　図
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Ⅱ　抽出天然魚礁の海底構造

爆撃清習喝海域並びに周辺でdカ所の有用漁場・天然魚礁を柚乱指導船t・ときわ叫の装備する精密音

響測深キ（性能，周波数200KC・乾式・指向角前後左右58度，毎分発凝固数575）による庶形測

量を葵施したハこの結果から升5園～オ8園のような・底形恩が出来たので各々について観察してみると

とlこしナ二。

A　標的設置海区周辺（矛5囲）

尊架線は・岸に平行して南北に延び・顕著な形状の変化はみられない，標的位置よ＿り南東約500tn

付近に・独立した後があれこれは有用た天然魚礁とたっている模様である。底質は砂質の分布が広く

予想されるが・南執こは岩盤の突出がみられたハ聞込みによると．この付近は春期～秋期に小ダイの漁

場として有用祝され，この浅海勤王¶シラス曳パイシモチ網．の好漁場でもあった。

カ　5　囲

B　船神磯周辺海区〔オ4園）

船神磯の長原部は，干潮

時に海面上に常に突出して

お力．その形状は東西に梢

々長く円垂形の独立したも

のである。底質は全般的に

岩礁の露出が目立ち．更に

これら岩礁頂部に．海藻塀

の付着が海南上よカ散見出

来る。この磯の北側は，平

担な形上をしているが．南

東並びに貫南東方向には一

広い範囲で変化に富んで磯

が探知され．特に．船神磯

の南東方向400m付近に

は．幾横の大きい岩礁地帯

が探索された。この海区一

帯は．例年スヾキ，イナダ

貨の漁場が形成されることから1探知された多くの磯は・有用た天然魚礁となることが予想される。

′、
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牙　4　囲

オ　5　囲
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C　各室乱ドゥゼリー．単軌各磯（オ5園

～オ7図）練習場悔域内の北部浅海矧′こあ

って，原形鞘蜜の結果では．いずれも額似

した形で構成されている。形状の変化にと

ぼしく周辺海域が砂質でその軸こ礫，もし

くは泥質で覆われた囁区か，天然魚礁とし

て有用視されているものと想定される。

オ　占　囲



D　定置網設置海区北部周辺（牙

8囲）

この海区に設置されている定

置網は．太県で古い歴史があ．り，

有用た漁場として報告されてい

た。然し近年次牙にその漁獲量

が減少して来ているn　この調査

では，この原因毎については別

として，設置海区の北伽こ多く

分布する天然魚礁群の形状と，

更に海底構造からみた設置位置

の，妥当性等を考察するために

実施した。

オ8回に示した通わこの海区

は一見して形状の変化が目立ち

この岩礁地帯の凹凸は，設置位

置の芹伽よ帰ヒ々東に延び，そ

の窺横の大きなことでは．この

付近溢域で他にみられない，又

この岩礁地帯の岸側を水深55

m～40mの深みがやはり北々

東に続いてお力∴これが海溝的

に形成され．魚主旨として有用な

役割をはたしているものと想定

される。
オ　8　園

聞込からもこの海区には．演習場周辺で天然魚礁の分布が最も多く．有用な漁場が例年集中的に形成

されるとしていた。尚名高い魚礁である．竹久意力ガラ磯、はこの北に位置している。

Ⅳ　潜　水　調　査

この調査は，日本ダイビング協会．会員鈴木治郎氏に依願ルて実施したものである。したが′つて，鈴木

氏の頚骨にもとずいて要約し，記述したものである。尚潜水は．靖習事の都合で日曜日だけにかぎられ．

然かも海水の透明度にも幽遠があり．困難がともなった。潜水個処を2つの海区に選定LTこので▲　それぞ

れについて言己述する。

A　博的報償滴・区周辺

一三　二　一



潜水年月日．昭和54年9月12，■75日～昭和55年7月15臥標的の北側占Dm空と考えられ

る範囲の底形軋　20cm～50（mどまわの凹凸のある割合仁平担育海区で，隠息生物エ“フヂツポ．．が

散見される以外には少なく1貝類は殆んどたく，海藻類もtオニクサ”のようなものが（長さ7cm～5

郡）磯の表面を1～2割被っている棲匠で．他には見られなかった。

樺的よれ南東方面こある磯軋梢々平損な岩盤上に2つの突出した岩礁があり．高さ1m前後で5m2

～4m－の独立したもので他こ一この南に東西の方向に巾2m現で細長く延びている岩礁地帯が探知さ

れた。

樺息生物はWオニクサuWヌ′レメ叫と小形の¶カニ恥が散見され，¶アラメ一・ワカメu掛工見当ら

ず一　℡フジツボ沖が全岩礁面を被っておれ“巻貝．が2～5みられた【形状並びに生物分布の状況か

ら一この付近は標的位置周辺に比較して．有用な天然魚礁となっていることが予想された。

B　船神磯周辺海区

潜水年月臥昭和54年9月12－15日～昭和55年7月1・5，15日この海区の潜水はその範

囲が広かったので潜水地点を4カ処に分けて実施し．それぞれについて報告する。

a　海　　　区

船神磯を中心たした海区【1・硬質な岩礁で構成され・突出した岩礁の深部には「ユダレ瑚」が2段

の層をたしておrり・各処に九小多数の穴があーわ】この中に九中形の¶イセエビ泊の棲息がみられ

た・岩礁全般に海藻類が密生繁殖しており．泰茶，コノミルト等の色喋で美観を塁していた。魚群も

多く，由．小形魚が各処にみられた。

棲息生物中採補一探知された有用榎は次の通わである。

イセエビ　穴を中心に棲息（20～50尾程度と思う）　アワビ　小形4ケ発見

サザェ　　1ケ発見　　　ナマコ　　5尾補獲

ウ　　ニ　　少数　　　　カニ　　小形のもの各処にあわ

7　ラ　メ　　磯周辺10D太内外

ワ　カ　メ　　70～80未程度

も　海　　　区

突出した5～占mの大岩礁や4～5mの岩礁が並んでお力，頂部は平盤状でアラメ林（10未内外）

をもっている。

Rアラメ坤の繁薇している割に“アワビ。を発見することが出来なかった。岩礁の中腹勤こは，横穴

状に「エグレ」ており．この中に【■イセエビ、，が探知された。

e　準　　区

岩礁は2～5mの高低であったがI－イセエビuの捜良が目立った。8．も，海区同様「ェグレ柵」

があり・’イセェビ，．の棲息場とたっている模様であった。磯の頂執こはttアラメ姑が教本あるのみ

で，他′こ海藻類はみられたかった。

d　海　　　区

b－　e海区の沖側で水熟ま硝々深い，岩礁は東西に走っているが．変化は少机、．この裏面は∵7

－8　5　－



ヂツポ．．で被われ．栴藻類は殆

んどたく．ttサザエ．．tlボウシ

ウポラ、ゝが散見された。付近i・こ

釣鈎の終着が目立った。

写　実　　　2 草　案

ー占　バ　一・



Ⅴ　刺網漁葎試験

オ　4　表　　試験操業蓑

＼ ＼ ＼ 華 ．：　 1 F　　　 っ l
1　 5 4 ；　　 5 備　 考

月　　　 日 i 1 2 1 8 ・－）1 9 1 2　 2 2 ′・、2 5 1 1 1 2～ 1 5
1　 2 1～ 2 2 1　 2 5 －－2 4

天　　　 候 B C C B C R C

風 向 風 力 N W W S W N W N W

表 面 水 温 1 2 ．9 と1 1 5，5 ℃ 1 4 ．D C 1 5 ．9 ℃ 1 5 ．5 こ■

水　　　 淫 4 5（一・5 0 2 9 ～ 5 5 5 0 ～ 5 5 5 5～ 5 8 4 〔】・－一4 5

水　　　 色 4 4 5 4 4

透　 明　 度 1 5 1 0 8 1 0 1 4

投 細 時 間 1 d h O O m 1 d h 5 0 1 ‘b 5 0 m 1 帥 0 0 m 1 d h 5 0 m

楊 縄 時 間 7 h 5 0 m 8 h O O m 7 l13 0 m 7 b O O m 7 11 5 0 m

投 細 方 向 W へ・N W E ／ S ～E ／N W ．′≠ト．N W Ⅵ ／／ ／N W ／ S 、構ソN

使’腰 辰 致 5 t】 5 0 5 0 5 8 5 0

操 業 位 置 1 2 5 4 5 諏 査 図 参 照

漁　　　　 法 中 層 溌 網 ．犀　 利　 網 ● 十 〝

オ5裏　操業回数別漁獲高表

包 有 、、＼二鱒 1 2 5 4 5 計

プ　　　　　 リ 7 2 9

タ　　　　　 イ 占 5 1 2 5 2 d

ヒ　　 ラ　　 メ 5 5 ‘

ソ　　　　　 イ 2 1 5 9 1 5

マ ト　ウ ダ イ 1 5 2 1 1 1 7

ホ　 シ　 ザ　 メ 1 1 2 4 1 7

メ イ ク カ レ イ 1 1 5 5

マ　 ゴ カ　 レ イ 5 2 2 7

ド　 ジ　 ザ　 メ 4 1 1 2 1 7

マ　　 ダ　　 ラ 2 2

才一　　 の　　 仙 5 2 2 1 8

≡汁 8 1 9　至　 2 8 4 5 5 7 1 2 9

謙る表　借用漁具構成裏

アミラソ漁網　　　　　　　24反

日含 太　　 さ i 規　　 格 上 反 散 田

5．8 2 1 0 D　 ∽ 5 。5 0 K 5 0 撞【 る

4．5 ∫　　　 孟／1 8 十 T

5．2 r　　　 H 1 ′ ′

ん5 J　　 島／2 4 ′ 5

7 ∩ ′　　　 ∽ る ′ ▼

テビロン漁網　　　　　　18反

目 口 、 太　　 さ 規　 格 反 数 回

5 ．8 5 0 0 D　 ∽ 1 5 8 Ⅹ 5 ロ横 5

′ 〝　　 ろ／2 4 ′ ■

4．5 ∫　　　 与／2 1 ′ ●

∫　　 ろ／つ4 ■ 十

5，2 ∫　　 も′2 1 ′ ′

■ 〝　　　 も・2 4 ′ ′

仕立内容

締結　45％～559‘（アミラン㌧テビロン共）

沈偉力（Ⅳ）と浮力（G）の関係

中層流刑網　Ⅳ＝G（この場合ロープ頬の水中重畳も含む）

底刺網　　　W＞G（この場合ロープ類の水中重量含まずa

－d　5　－



謂　禿　船

ふじ丸（12．ロ5官　占Oly）　余漸漁業生産組合所有

試験酢巣

漁法ほ主に，底刺網によったかこの操業結果の確網状況についてみると，水深別で軋　58ヒロ以陳の

海区ホよくト以漢が惑かった。叉久慈沖を中心に．南部では割合に同一種類の魚群の罷網が目立ち・北部

程その種将が多かつb

ブリ類の羅網工面矧こみられ．これは50尋以架で一時根付性のものではrrいかと考えられた凸底倭性

魚群は∝ソイ“¶タイ．掛が多く水乗鞍は関係なく雁網していたn又磯崎沖で－マダラ・が雁網Lたこと

はめずらしいことであった。この時期（冬期）における，底棒性魚群の磯を中ノぴこしての行動乾田はせま

いものであろうことが，52年度の試験結果と合せ想定されたd

オ　7　衷

タ　　　　　　　　　　　 イ ．′ ソ　　　　　　　　　　　　 イ

麒 B ．L B ．W ノ砿 声■，L B ．W ノ広 円．L B ．W ．佑 R ．L 吊 ．W

d D ぎ

1，呈旦 軋

r31 1
2 8ヂ 5 0 5 才

1 4
2 9 5Ⅷ 5 0 石 　　　　　 C 取

（2 1 1 5 2．0
8 2 射

1 4
　 C
5 4 ．5

2 2 5 5 ； 4 9 0 1 5 5 0 5 7 口 Z 5 2 ，0 B O O 1 5 4 ムD

「2 1　 5 4 9 □ 5，7 0 0 1 6 5 2 占8 〔＝ （3 1　 5 5 1．2 9 4 0

4 2 取口 ． d d O 1 7 4 1 1，5 0 0 （4 ）　 4 5 8．5 9 9 0

5 2 1．0 ！ 5 【‖〕 1 8 2 5 5 2 0 5 5 5 し） 9 0 t】

る
2 8 ．招

5 D D 1 9 1 8 1 2 0 る 5 7月 8 2 0

7 2 5 ．8 5 0 （〕 （51）2 0 4 7 1，5 0 0 （5 ）　 7 4 0．0 1．1 0 0

8 2 8．ロ 占d D 2 1 5 2 5 5 0 8 4 1，5 1，2 口0

r41　 9 4 □ ィ．2 5 ロ 2 2 5 0 4 0 0 9 拍 5 1．1 D （コ

1 8 5 7 11．0 0 0 2 5 4 r） 7 9 0 1 0 5 8．5 9 5 0

1 1 2 9 5 4 0 2 4 S d 7 0 0 1 1 5 °．0 7 2 □

1 2 5 2 d O D 2 5 S R 5 9 0 0 1 2 5 4．0 7 0 0

l ウ　■7 ；
R n n ： 1 T 1 ウR ▲く　∩

－

‾マ■ ト　　 ウ　　 ダ　　 イ プ　　　　 リ　　　　　　　　 ホ シ ザ メ

（2 ） 1 2 5＿D 4 占0 1 4 4 1．5 7 8 0 （3） 1 5 1．2 2 ．7 1 0 〔2 1 1 7 9 0 1，1 D O

1，4 5 D
（引　 2 5 4 ．0 1＿1 古口 1 5 5 5 ．ロ 5 5 0 2 5 4．2 も2 （】ロ （4 ） 2 7 4

5 5 1．0 7 5 5 1 ° 5 占．D
l 6 5 0 5 5 8．5 2 ．5 5 5 5 7 1 1－D 4 【】

4 5 ∩＿5 7 2 0 1 7 5 5＿0　　　 5 7 0 4 4 ♀0 2 ，占5 0　■ 4 9 7 4 0 0 〔】

（4 ）　 5 5 ロ．0 1．7 0 0 5 4 7 5 2，0 1 0 5 8 4．5 5，5 D O

る 4 5 5 1．4 5 0 占 4 8．2 2，ロ1 0 ‘ 占4　 1 2 ．2 0 0

（5 1　 7 5 2 ．5 1．4 5 0 7 4 占．0 1，9 8 0 7 7 5 8 0 日

8 4 4 0 1 1 0 0 †4 1　 8 4 又0 1，7 0 0 8　 毒9 1 1，2 0 n

9 4 4 8 5 D 9 5 8 7 7 日 9 8 0 旦 旦旦＿

1 0 4 5 0 9 〔】D
l
l

l 1　 1 口 9 5＿5 2，7 0 0

1 1 4 5．5 7 5 0 1 l 1　 1 1 B d 2．∬ 四 ＿

1 2

1 5

【 5 9－0 7 （〕0 】 1 2 7 8 1，9 0 0

5 8．5 8 9 ロ
l
l

l

4

l
L 1 1 5 7 1 乏し亘旦旦

l l
1　　　　 1
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ホ ．シ　 ザ　 メ l　　 ド　 チ　 ザ　 メ カ　　 レ　　 イ

ノ広 月 ．L ； B ．W ノ拓 B ．Ⅰ．
】－誹 7 ≡　 ノ佑 ： B ．L ≡‘B ．Ⅳ 】 瓜 座 ．L B ．W

r5） 1 4
　 LJ／且
8 8．0 1．8 5 0 r3 ） 1

　　 cm
1 4 9 5

4．0 9 声
1 4
　 e痕
1 0 7 0

4 ．9 r専
r2 ） 1

■2 2 ．0 斬

1 5 8 5．5 2 ，7 0 0 2 1 5 占．5 5，0 5 D 1 5 1 5 5．0 1 0．0 r3 1　 2 5 1．8
占5 0 g

1 8 占7 1川 0 0 5 1 5 5．0 5，0 1 2 r5 ） 1 8 1 〔日 用
1．7 貫

5 2 賢占 4 占0

1 7 1 0 2 1．1 8 D 4 1 2 5．5 2 ，1 8 0 1 7 1 5 2．0 2 ．9 5 4 2 5．占 5 4 0
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1 2．㌢
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察

色々な形で調査を進め．その結果机、くつものモ酎こ分けて述べたが，この調査結果の要約と知見の資料

とを参考に．当初の目標である．靖国吸碓びに周辺海域の漁場生産ナノと漁場改良事の問題を2っに分けて

考えてみること－こし十二凸

Ⅰ　立地農件と環塊要因からみた漁場生産力について

一・太釣たどを中JLヰこした沿岸漁場の生産力は，その立地条件と雑貨因との相関関係によって大きく

尭右される．そこで練習場と親藩される海域について．その立地条件から考えてみることにした。

まず．海尉線は阿字ケ輔から久慈川口にかけて南北に延びた浜砂で，埋れた汀線を示しているが．こ

の南磯崎から平磯．那珂湊はこれと全く具わ．台地が直接外洋に画した海蝕崖を形成している．又北郡

久蕉川以北でも南部同様台地が急に莞漬し．変化に富んだ汀線で北に延びている。本県全域の海岸線か

ら考えると，この潜域は扇形の¶カナメ”にあたっている。

海底難形についてみると，磯崎を基点として．水探S Dm以内では割合に遠浅で，その巾は距岸約

7D D Dm以上yこ及んでしろ。しかし．この間の海底構造は変化に富んでおり．特に磯崎正東の顔よカ

北部に地形の変化が目立ち，車でも水探2Dm～50mの範囲は凹凸が顕著で．この岩礁地帯は北北東

に延び久慈川沖までに及んでいる。文干潮時は常に頂郡が水面に屠出している。q船神職諭周辺も岩礁

の起伏が多く．標的設置海区の南部より．南南東から南東に岩礁地帯が目立っている。この北新川よカ

東海付沿梓は割合に平坦であるが，久清川河口よ幻沖に向って梢々変化がみられる∩

底質について．奈貌民事の調査（1）では東海沖500mから崇伽は良淘汰の中砂，及び細砂よりたれ

この沖で2．000m極までは．極細砂が海底面を被っており．更にこの沖は粗粒物質よとけころ推横帯へ

と移行し処々に楔や岩盤の露出がみられると報告している∩叉これに関連して凍井，原田氏等は（2Mf

の報告で，この海域の海底沈債物の粒皮紐成分析で，粒度のあらい沈積物は粛海村の沖を芹に沿って，

南北に分布するとしている。

次に∴　この海域に形成される海津構造についてみると．犬吠埼を北東に延びる黒潮水流の西側にあり

際等両水系の顕著な混合域であること，又この海域の海流は，反時計廻りの環流として定常的に形成し

ている。（いずれも波乱久保氏等の報部2）Ⅵを引用）

沿岸漁場構成の中心とたっている。魚礁についてその基磯的な間留をあげると，その魚礁ホ構成する

形状（海中林等も含むト規模と陰の要因．流れの変化との関凪底質や棲息生物と餌軋プラ二・クト

ンとの関係等が上げられる。

執着は（3）で，常陸海域の沿岸漁場の主体は水深50m以残の各海区に多く形成されるとし，那珂湊地

先沿岸の鴨場は磯崎沖を中心とする一定範周内海区であると報告したれ　今回の調査からも．前述した

この海域の立地条件や環境要因が．その相関において魚礁構造上の基磯的な問題に適合していると．予

想される海区が多くみられるからである。

一　一1■　－、＋．－



定置網設層から久者カガラ掛こついての海底構造．船神磯を中心にした海区の棲息する生物層の多いこ

と等は本県で他に例をみないし．そして．この海域に構成される海洋構造が．これらの条件を更に助成し．

有用な漁乱魚礁が成立するものと推定される。叉船神磯を中心にした浅海部の各海区に疇イセェビ山の

棲息が多くみられ，もしこれが周年棲息しているとするなら∴本県の浅海漁場造成面に新しい課題を提供

したものと思う。

次に沿岸特有の磯焼現象について・この海域周辺の状況をみると．北部の久慈以北に多く，久慈河口か

ら東海村沿岸にも滴々散見されるが広い範囲ではたい。南紙でも磯崎の突端よカ．水練15m～20mの

範囲でみられる爪木県北部沿岸の各海域程目立っているとは考えられなかつね

以上でこの海域の漁場生産力を考察するいくつかの条件たり，要因を前述Ⅰ項からⅤ項までと関連して

要約したが総合的に・有用た天然魚礁分布の多いこと．魚環別漁場構造の条件に恵まれていることは，こ

の海域の特記すべきことであり，この海域の漁場生産力の優秀性を螢現したい。

∬　漁場改良と操隷形態改善について

前項では，この海域の蕊合的な漁場生産力にンついて，各種の条件たわ要因から考えたれ更に漁場改良

並びに操業形態改善の1っの施策としての同額を砺少上げてみることにした。

A　人工魚礁設置海区についての予察

影響調査の一環として当然考えられるのが人工魚礁設置の岡垣である。かつて川尻地区の有用天然魚

礁である¶新板磯∴の絵合翻宜を実施し，この魚礁に比適する人工魚礁を造成するには占債1千万円

（体積計算のみ）を必要すると報告したが（（4）参剛．この海域でも¶久慈カガラ磯．のような大境模

な魚礁を造るとなると．これは又莫大な受用が婁求される。そこで，このような親槙の問題は別として

人工魚礁蔵置そのことの．有用性から設置海区の条件を2つに分類し．そのそれぞれに適応する海区を

選んでみることにした。

膚（1）既存の天然魚礁に人工魚礁を増設し・魚礁の生産力を強化することの出来る条件を有する海区。

今回の調査から，この条件に適応する海区として，北部沿岸部に構成されている，¶公望の磯、周

辺を上げたい。

この海区は予ヒラメ一幸を対象にした有用た天然魚礁が多いが形状の変化はみられない。人工環礁

の増設と人工海藻等の投診こよって．更に魚礁生産力を増強することが可能とたるものと予察されろ。

たゞ，久慈川から流出される砂泥の沈硬が，どのように影響するかに問題がある。

（21人工魚礁を設置するための条件として底形．底質．魚道．有用天然魚礁との関連性革の適性な海区。

この条件に適した海区としてM久慈カガラ磯、の北西区をあげる。この海区が漁場として有用な条

件を具備していることは前述したが．更にこの海区の海底構造についてみると，定置網設定海区の岸

側にある水流55m～40m辺の深みが久慈カガラ磯の西側を通って1つの海溝的な形で構成して，

これが魚道として有用祝されこの両側には例年時期的に集中して・タイ等の好漁場が形成されている，

底質についても優良魚礁は砂礫と泥砂の境界部がよいとされるなら，この海区には平担な中に．これ
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に適合する処が海底沈積物の採集の結果からあるものと考えられた。

B　餌付漁業と定置網設匿海区について

昭和55年度の沿最強業の研究グループの事業の一つとして千葉県勝浦方面よか，先進的な漁業技術

であるd「フカセ釣」が摂り上げられ．実施の運びとなっているが，操業形態改善の一方策として良い

ことと思う∩

今同の調査から．この種餌付漁業の鴨場について考えてみることにした。常陸海区を対象にした場合

久慈沖を中心にして・これ以北ではこの絹業の集中的な効果は期待出来ないように思う．何故なら漁場

としての範囲が広く，かつ漁場構造上の条件が類似している処が多い．だから漁場での魚群の移動が原

著である。これに反して南甑では漁場構造上の条件の類似した海区が割合に狭く．かつ集中しているこ

とが上げられ．更に又磯崎沖以北と以南では久慈沖以北とを対比する．以上に海底構造上の変化が見ら

れるのである。

これらのことを宴約して考えたとき，餌付漁業の漁場としては磯崎沖に構成される．水深50m

～50m以凍かこ分布する天然魚礁群を対象に実施した場合その効果がよカ期待出来るのではたいかと思

うd

次に例年設置されている定置師場について，もに惰底構造上の間額から考えてみることにした（現

在の設置位置は結輪として硝々南に偏しているのではないかと思う。

まず現在の位置の北側と南側の海底構造が遠いすぎることを上げたい。このことは勿論漁場構造上の

条件が臭っていることを示しており．もし垣網を基線として両側織豊のバックグラウンドの条件が額似

していることを望まれるたら・今の設置位置では非常に不適当と考えられる。叉ブリ群の回瀬路も旋粁

漁場の動向から・近年次かこ沖側に移行していくよ　た傾向にあれそしてこの海区へ接岸する枝流群

の魚道はその地形的な条件から，現在の設置海区より梢々北部ではないかと想定される。そこで定置網

漁業権，もしくは済習場海域内の問題は別に，現在の設置位置よカ800m～1．000mがよいのでは

たいだろ1か。設置■町龍た海底地形であることは今回の調査で解明された。

以上で磯崎沖米軍藤堂演習海域周辺の．漁場生産力についての問題を述べたが，当初期待した程の成

果は重めたかった。特に生物調査がほとんど莫施されたかったことは葬念に恩う。然しこの調査で今ま

で明らかでなかった漁場の実態と沿岸漁場の生産性を解析する為の多くの濱料を待たことは幸であった。

最後にこの調査を進めるに当って，終始御協力，御支援を賜った県漁連や特別調達庁水戸出張所の方々

を始め，関係各位に深甚なる謝意を裏するものである。

執墓者　　　猿　谷　　　倫
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